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3. 계절별 새의 이미지



봄3.1

官 辭 京都

雲 隔 友と つ 

雲居

歸雁 江戶

桑門宗派行脚せんとてた

立 送 獨居僧び けるを る

行基

思慕 山鳥

燒野 雉野 鶴の の 老木 高野山

雲 友 雁 生 別とへだつ かや の キ れ

只 隣ふるす あはれなるべき かな

闇 夜 巢 鴴の や をまどはしてなく

父母 戀 雉子 聲のしきりに し の
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蛇 恐 雉子くふときけば ろし の聲

古今集 序 花 鳴 鶯 和歌に く  

傳統

糞 鶯 玉 轉は を ずるが

如く

泥

卑俗的

卑俗 極致

盃 泥 落 燕に な しそむら

鶯 餅 糞 先や に するえんの



梅にうぐいす

拍子

能樂

謠曲 かけごえ

恐ろし

鶯 柳や のうしろやぶのまへ

中 拍子 雉子 聲ひばりなく の や の

雀子 聲鳴 鼠 巢と かはす の

囀 原中さえずる る

永 日 哉き もさへづりたらぬひばり

原中 物 鳴 雲雀や にもつかず く

雲雀 空 峠哉より にやすらふ

여름3.2

夏 風情 風物のほととぎす

風物
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風情

古今 

集 時鳥鳴くや 五月 草のあやめ 知 戀あやめも らぬ もするかな 五月

草 五尺 草のあやめ のあやめ

田 麥 中 夏や や にも のほとゝぎす

時鳥啼 五尺 草くや のあやめ

  

初

音 麥 尾花のむら

尾花むら  

まねく

奧 細道 那須の  

 

  

、

  



近江 幻住庵 幻住庵 京都

京都 京なつかし

旅情 回顧

蜀 亡弟

京都

郭公 麥 尾花まねくか のむら

正月 梅 花ほとゝぎす は の さけり

野 橫 馬牽を に むけよほとゝぎす

京 京にても なつかしやほとゝぎす

五感

  

淸 聞く ン

淸 聞 耳 香燒 郭公く ン に て

橘 野中 郭公やいつの の

蘇東坡 前赤壁賦

  

  



宋 仁 順 ························································································· 의 에 나타난 연구芭蕉 發句 季語 181

白露橫江 水光接天 轉用

白露 郭公聲 換骨奪胎

郭公聲橫 水 上たふや の

須磨

恨 瀧 日光 裏見 奧 細道の の  

岩窟 身 入 瀧 裏 瀧 申伝 侍 也に をひそめ て の よりみれば うらみの と え る、 、

恨 瀧 裏 同音の

須磨 矢先 鳴 郭公のあまの に くか

時鳥 瀧 表うらみの のうら

と

消行 落ぶ く くる

落 來 落ちて る くる 

高 地名 高久 高久く  

高く

  

  

 

 

  



ほとゝぎすなくなくとぶぞいそがはし

消行 方 嶋一ほとゝぎす く や ツ

落 宿 郭公くるやたかくの の

大竹藪 月夜ほとゝぎす をもる

橘花 早苗あやめくさ うのはな さみだれ

茶摘 烏賊賣

江戶 市中

木 茶摘 聞がくれて も やほとゝぎす

烏賊賣 聲 杜宇の まぎらはし
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たたく たたく  

白河

水鷄もしらぬ  

左屋

關守 宿 水鷄の を にとはふもの

此宿 水鷄は もしらぬとぼそかな

水鷄啼 人 左屋泊と のいへばや

獨居

心境

我うき をさびしがらせよかんごどり

能 寢 我なしの たし をぎやうぎやうし

  



初時雨 

斗人 年 初時雨けふ も よれ

老人

老

春告 鳥 老鶯 春告げ

鳥 老鶯げ

老鶯

竹 子藪 老うぐひすや の に を鳴

가을3.3

稻雀茶 木畠の やにげどころ

衰落

病雁 落ちて

凋落美

旅 哉 堅田ね 
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渡來 編隊

雁 音が

老年

初老

 

病雁 夜 落 旅 哉の さむに ちて ね

初老

老 名 四十の のありともしらで から

衰落

鷹

日 雲にかかる やしばしのわたりどり

桐 木 鳴 塀 內の にうづら くなる の

鷹 目 暮 啼の もいまや ぬと うづら



겨울3.4

杜國

鷹 晩秋

杜國 

杜國

鷹一 見付 崎つ けてうれしいらご

夢 現 鷹 賴母とりも の ぞ しき

星

詩歌

初夜

闇 啼ほしざきの をみよとや ちどり

千鳥立更行初夜 日枝の おろし
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ケゴロも

海 鴨 白くれて のこゑほのかに し

鴨 足ケゴロもにつつみてぬくし の

4. 결 론

飛上

飛上 さかづきに

落どろな しそ飛燕 落さかづきにどろな しそ舞燕 盃 泥 落に な しそ 燕むら  

飛燕 舞燕 燕むら  

飛燕 舞燕 落しそ 

鶯 餅 糞 先や に するえんの  

落 鶯し

希望 生命 再生

鷹一 見付 崎つ けてうれしいらご うれし 夢 現 鷹とりも の ぞ賴母し

き

ほしざき

 

 



烏賊賣 聲 杜宇の まぎらはし

人間事

獨居 閑寂

圓

熟

衰落

凋落
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要 旨

芭蕉 動物關係 季語 中 獸 昆虫 魚 害虫 關 季語 鳥 季語は の の で とか などに しての よりも の をたくさん、 、

使 句 完成 動物 季語 發句數 鳥 季語 發句數 特 夏 鳥 季語 多って を した の の の の に には の が かったが、 。 、 、

時鳥 季語 言 夏 鳥 季語 發句數 時鳥 季語 發句數これは という のためだと える の の の の の。

芭蕉 發句 中 鳥 季語 使 句 共通点 鳥 止 姿 詠の の で を として っている では がある それは の まっている を っ、 、 。

水墨畫 畵題 寒鴉枯木 詠 句 鳥ていないということである の にある などを った はない しかし このように。 。 、

止 姿 詠 反面 飛翔 重要 部分 言 羽 羽毛 言葉 使が まっている を っていない の な と える か というような は っていな、

飛 舞 言葉 使 愼重 態度 取かったし ぶ うという を うのに な を っている、 。

鳥 通 表 四季 特徵 春 秋 相反 鳥を して れている のイメージの は と のイメージが するということである に、 。

表 春 希望 季節 再生 季節 明よって れている のイメージは の だとか の だとかという るいイメージはなかっ、 、 、

芭蕉 鳥 通 表 冬 獨特 言 春 夏 秋 季節 見た しかし の を して れている のイメージは であると える の には え。 、 。

賴母 明 夏 時鳥 他 鳥 分 必なかったうれし しきなどの るいイメージがあったのである は と その の と ける。

要 芭蕉 時鳥 句 伝統的 尊重 句 句 時鳥 句 多がある の の では なイメージを した とそうでない がある の は いほど。 。

多樣 時鳥 除 夏 鳥 世 中 表現 良 素材 或 芭蕉自身 感そのイメージも であった を いた の は の の の い として は の。 、 、

懷 廣 素材 使用 芭蕉 秋 鳥 豊 凋落 老年 無常 表出を げる として された は の では か などのイメージを して。 、

いる。
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